Cubic Argumentたより

■平成24年度夏頃より「インテリジェンス」について講座を集中開講予定

　近年、米中を中心にサイバー空間での活動が世界的にも活発化しています。昨年は三菱重工業がサイバー攻撃を受けるなど我が国内においても情報についての戦略、戦術が重要であるとの認識を改めて持たせる年であったといえます。
　国家を支えるだけの人材になるにあたって、情報に対するリテラシーを身につけておくことはもちろん、実際の活動において情報への対応は大変重要になってきます。
　そこで、ディフェンスリサーチセンターの方々に、「インテリジェンス」と題して6回程度の講座を集中開講しようと準備をしています。内容は国防・安全保障からみたインテリジェンスになりますが、インテリジェンスの物の考え方や企業にも通底するものがあり、インテリジェンスを学びたい人にとっては良き学びの機会となると考えています。

【実施要領】

　月１～２回程度、固定の曜日に参集。全部で６回程度を予定

　各回参加費1000円
参加希望者はスタッフかcubic.argument@gmail.comまでお知らせください。

■これまでの勉強会一覧

　機関誌第2号に記載されますが、機関誌発行が遅れており、ご参集の皆さまにこれまでの勉強会の活動を箇条書きですが、ご紹介したいと思います。

□勉強会

第15・16・17回勉強会「国家ビジョンを語る」（平成23年5月～9月）

第18回勉強会「原子力発電所を新規に建設すべきか」（平成23年10月）

第19回勉強会「原子力政策とエネルギー」（平成23年12月）

第20回勉強会「国家の人材育成のためには」（平成24年1月）

□平成23年度安全保障学生講座

第1回　自衛隊を知る－東日本大震災をきっかけに―（平成23年6月）

第2回　自衛隊の意義を学ぶ－安全保障的観点を取り入れて－（平成23年8月）

特別企画：研修旅行（浜松航空館・浜岡原子力館・久能山東照宮）（平成23年9月）

第3回　国家を支えるための教育（人材育成）（平成23年11月）

■次回勉強会（3月、第21回勉強会）の案内

テーマ：　「裁判員裁判は継続すべきか」

日程：3月24日（土）18時15分～20時半

場所：三栄町生涯学習センター（JR四ッ谷駅近く、新会場）

　〒160-0003　東京都新宿区本塩町2　旧区立四谷第三小学校

内容：

裁判員裁判は平成21年に始まった。重大な事件の審理において市井から選ばれた裁判員が参加し、有罪か無罪かの判断、有罪であれば量刑の判断を行うという制度である。

　裁判員裁判が導入されてから、刑事裁判のあり方が随分と変わったという。

それまでは刑事裁判に携わるのは裁判官、検察官、弁護士だけであった。彼らは日頃刑事裁判に携わっており、専門用語（例：有罪認定をするためには、犯罪事実が合理的な疑いを超える程度に確実であると認められる必要がある）を多用しても通る仲であった。それに証拠資料を吟味するという経験にも長けていた。

　しかし、裁判員は法律の専門家ではない。専門用語を言われてもわからないし、裁判員裁判は短期決戦（大体は3日）なので証拠資料を吟味する時間も無い。そこで、検察官も弁護人も裁判員に分かりやすく伝えることを重視しているのである。そのためには、画像や映像を用いるといった伝える方法を改良したり、喋り方の訓練をしたり、訴訟の争点を予め絞り込むことによって審理を単純化したりと工夫に余念が無いそうである。

　当然、裁判員に裁判なんて出来るのかという懸念がある。それは国民が他人に有罪判決を下せるかという道義的な観点とそもそも技術的に無理なのではないかという訴訟運営上の観点両方ある。

　導入から2年。そろそろ、制度の見直し等が湧き上がってくるところだが、2月13日に最高裁から興味深い判決が出た。以下はその一文である。

「刑訴法３８２条（控訴理由：筆者注）の事実誤認とは，第１審判決の事実認定が論理則，経験則等に照らして不合理であることをいうものと解するのが相当である。…このことは，裁判員制度の導入を契機として，第１審において直接主義・口頭主義が徹底された状況においては，より強く妥当する。」

　簡単にいえば、裁判員裁判がした判断は、不合理でない限り尊重するべきであるということだ。第1審も第2審も事実を審理する所であるから、第2審の裁判官の事実認定も尊重してよいと考えられないことも無いが、ここでは明確に裁判員裁判の判断結果を重視するとの姿勢が示されている。

　おそらくこの判決は、法制審・新時代の刑事司法制度特別部会の検討事項である昨今世を賑わしている捜査の取調べの録画・録音の検討と合わせて、今後法律関係者に留まらず社会において話題になることであろう。

　次回の発表では、この判決を踏まえつつ、我が国における刑事裁判について考えていきたい。
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